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中
労
委
が
、
国
鉄
改
革
に
伴
う
採
用
差
別
を
不
当
労
働
行
為
に
あ
た
る
と
し
て
Ｊ
Ｒ
側
の
使
用
者
責
任
を
認
め

た
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
意
義
が
あ
り
、
こ
の
命
令
を
迅
速
か
つ
誠
実
に
履
行
さ
せ
る
た
め
の
政
府
の
対
策
は
緊

急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

一 

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
四
月
に
行
わ
れ
た
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
は
国
会
の
議
決
に
基
づ
き
、
政
府

に
よ
り
遂
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
旧
国
鉄
職
員
は
一
人
も
路
頭
に
迷
わ
せ
な
い
』
と
い
う
当
時
の
政
府
方
針 

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
十
二
月
二
十
四
日
、
中
央
労
働
委
員
会
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
伴
う
採
用
差
別

事
件
に
関
し
て
、
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
、
不
当
労
働
行
為
責
任
に

基
づ
く
救
済
を
命
じ
る
旨
再
審
査
命
令
を
交
付
し
た
。 

 
従
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 
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二 

Ｊ
Ｒ
側
は
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
四
月
一
日
の
Ｊ
Ｒ
発
足
以
降
も
、
国
労
組
合
員
に
対
し
本
来
業 

坂
口
労
働
大
臣
は
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
十
一
月
四
日
の
参
議
院
労
働
委
員
会
で
次
の
様
な
主
旨
の
答

弁
を
し
て
い
る
。 

「
旧
国
鉄
・
Ｊ

Ｒ

に
か
か
わ
る
問
題
は
、
日
本
が
抱
え
る
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
全
て
を
解
決
し
て
新

し

い

時
代
を
迎
え
た
い
。
こ
の
問
題
は
、
政
治
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
。
中
労
委
の
結
論
は
結
論
と

し
て
、
そ
れ
を
受
け
と
め
、
さ
て
ど
う
す
る
か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
と
し
て
も
最
大
限
努
力
し
て

い
き
た
い
。
」 

は
、
現
内
閣
に
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

旧
国
鉄
職
員
の
極
度
の
生
活
困
窮
状
態
に
鑑
み
、
政
府
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
ら
に
対
し
、
当
命
令
を
迅
速
か
つ
誠

実
に
履
行
す
る
よ
う
指
導
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。 

本
件
に
関
す
る
政
府
の
方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

四 

 



 

 

五 

務
か
ら
は
ず
す
な
ど
意
図
的
な
不
当
労
働
行
為
を
続
け
て
い
る
。 

政
府
は
こ
の
よ
う
な
Ｊ
Ｒ
側
の
そ
の
後
の
新
た
な
不
当
労
働
行
為
を
中
止
す
る
よ
う
早
急
に
指
導
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。 

右
質
問
す
る
。 


